
令和８年度大阪府公立学校教員採用選考テスト

支援学校中学部　音楽

解答についての注意点

１　�問題は、教科等に関する大問 １ ～大問 ３ 、特別支援教育に関する大問 ４ の各問題から構成
されています。

２　解答用紙は、記述式解答用紙とマーク式解答用紙の２種類があります。

３　�大問 １ ～大問 ２ については、記述式解答用紙に、大問 ３ ～大問 ４ については、マーク式
解答用紙に記入してください。

４　�解答用紙が配付されたら、まずマーク式解答用紙に受験番号等を記入し、受験番号に対応する�
数字を、鉛筆で黒くぬりつぶしてください。

　　記述式解答用紙は、全ての用紙の上部に受験番号のみを記入してください。

５　�大問 ３ ～大問 ４ の解答は、選択肢のうちから、問題で指示された解答番号の欄にある数字
のうち一つを黒くぬりつぶしてください。

　　�例えば、「解答番号は １ 」と表示のある問題に対して、「３」と解答する場合は、�
解答番号 １ の欄に並んでいる　①　②　③　④　⑤　の中の　③　を黒くぬりつぶしてください。

６　�間違ってぬりつぶしたときは、消しゴムできれいに消してください。二つ以上ぬりつぶされて
いる場合は、その解答は無効となります。

７　その他、係員が注意したことをよく守ってください。

指示があるまで中をあけてはいけません。



　�　これから放送されるア～オの音楽を聴いて、次の（１）～（２）の問いに答えよ。

（１）ア～エの楽曲名と作曲者名を記せ。

（２）①オの楽曲名を記せ。
　　　②オで使用されている楽器名を記せ。

１
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　�　次の問いに答えよ。

（１�）次の楽譜はTrumpet（in�B♭）で演奏する楽譜である。この楽譜をピアノで演奏するために、
解答用紙の五線譜に調号を用いて記せ。

 

（２�）次の楽譜はAlto�Saxophone（in�E♭）で演奏する楽譜である。この楽譜をピアノで演奏する
ために、解答用紙の五線譜に調号を用いて記せ。

 

（３�）次の楽譜はAlto�Saxophone（in�E♭）で演奏する楽譜である。この楽譜をClarinet（in�B♭）
で演奏するために、解答用紙の五線譜に調号を用いて記せ。

 

（４�）次の楽譜はHorn（in�F）で演奏する楽譜である。この楽譜をAlto�Saxophone（in�E♭）で演
奏するために、解答用紙の五線譜に調号を用いて記せ。

２
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　�　「中学校学習指導要領（平成29年３月告示）第２章　第５節　音楽」に関する内容について、次
の（１）～（３）の問いに答えよ。

（１�）「中学校学習指導要領（平成29年３月告示）第２章　第５節　音楽　第１�目標」について、
空欄に当てはまる語句として、適切なものを１～５から一つ選べ。解答番号は 11

　　　

第１　目標
　表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中
の音や音楽，音楽文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
　⑶�　音楽活動の楽しさを体験することを通して，音楽を愛好する心情を育むとともに，

音楽に対する感性を豊かにし，（　　　　　　　），豊かな情操を培う。

　１　音楽によって生活を明るく豊かなものにする態度を育て
　２　音楽文化についての理解を深め
　３　美しいものや優れたものに接して感動する心を育て
　４　主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組む態度を養い
　５　音楽に親しんでいく態度を養い

４

─�7�─

　�　３

１
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（２�）「中学校学習指導要領（平成29年３月告示）第２章　第５節　音楽　第２�各学年の目標及び
内容」について、次のＡ～Ｃの問いに答えよ。

　A　次に示す空欄（ア）、（イ）に当てはまる語句として、適切なものを１～５から一つ選べ。
　　解答番号は 12

　　　

第２　各学年の目標及び内容〔第１学年〕
　２　内容
　　Ａ　表現
　　　⑶　創作の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
　　　　ア�　創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，（　　ア　　）こと。
　　　　イ　次のア及びイについて，表したいイメージと関わらせて理解すること。
　　　　　ア　（　　イ　　）の特徴
　　　　　イ　音素材の特徴及び音の重なり方や反復，変化，対照などの構成上の特徴

　１　ア　創作表現のイメージを膨らませる
　　　イ　音のつながり方
　２　ア　様々な表現を試す
　　　イ　音階や言葉などの特徴及び音のつながり方
　３　ア　創作表現を創意工夫する
　　　イ　音のつながり方
　４　ア　課題や条件に沿った音を選択し組み合わせる
　　　イ　音階や言葉などの特徴及び音のつながり方
　５　ア　どのように創作表現するか思いや意図を持つ
　　　イ　音階や言葉

─�8�─
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　B　次に示す空欄（ア）、（イ）に当てはまる語句として、適切なものを１～５から一つ選べ。
　　解答番号は 13

　　　

第２　各学年の目標及び内容〔第2学年及び第3学年〕
　１　目標　
　　⑴�　曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとと

もに，創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌唱，器楽，創作の技能を
身に付けるようにする。

　　⑵　（　　ア　　）ことや，（　　イ　　）ことができるようにする。
　　⑶�　主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み，音楽活動の楽しさを体験する

ことを通して，音楽文化に親しむとともに，音楽によって生活を明るく豊かなもの
にし，音楽に親しんでいく態度を養う。

　１　ア　音楽的な見方・考え方を働かせる
　　　イ　音楽を形づくっている要素や要素同士の関連について理解する
　２　ア　曲にふさわしい音楽表現を創意工夫する
　　　イ　曲や演奏のよさなどを見いだし，曲全体を味わって聴く
　３　ア　音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚する
　　　イ　それらが生み出す特質や雰囲気を感受する
　４　ア　曲にふさわしい音楽表現を創意工夫する
　　　イ　音楽を評価しながらよさや美しさを味わって聴く
　５　ア　音楽的な見方・考え方を働かせる
　　　イ　音楽に対する理解を深めながらよさや美しさを味わう

─�9�─
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　C　次に示す空欄に当てはまる語句として、適切なものを１～５から一つ選べ。
　　解答番号は 14

　　　

第２　各学年の目標及び内容〔第2学年及び第3学年〕
　２　内容
　　Ａ　表現
　　　⑵　器楽の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
　　　　ア�　器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，曲にふさわしい

器楽表現を創意工夫すること。
　　　　イ　次のア及びイについて理解すること。
　　　　　ア　（　　　　　　　）
　　　　　イ　楽器の音色や響きと奏法との関わり

　１　曲想と音楽の構造や曲の背景との関わり
　２　全体の響きと各声部の音との関わり
　３　音楽を形づくっている要素や要素同士の関わり
　４　用語や記号などと音楽における働きとの関わり
　５　音楽の特徴とその背景となる文化や歴史との関わり

─�10�─

４

─ 6 ─



（３�）「中学校学習指導要領（平成29年３月告示）第２章　第５節　音楽　第３　指導計画の作成と
内容の取扱い」について、次に示す空欄（ア）、（イ）に当てはまる語句として、適切なものを
１～５から一つ選べ。解答番号は 15

　　　

第３　指導計画の作成と内容の取扱い
　２　第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。
　　⑵　各学年の「Ａ表現」の⑴の歌唱の指導に当たっては，次のとおり取り扱うこと。
　　　ア　歌唱教材は，次に示すものを取り扱うこと。
　　　　イ�　民謡，長唄などの我が国の伝統的な歌唱のうち，生徒や学校，地域の実態を

考慮して，（　　ア　　）。なお，これらを取り扱う際は，その表現活動を通して，
生徒が我が国や郷土の伝統音楽のよさを味わい，（　　イ　　）こと。

　１　ア　伝統的な声や歌い方の特徴を感じ取れるもの
　　　イ　愛着をもつことができるよう工夫する
　２　ア　我が国の自然や四季の美しさを感じ取れるもの
　　　イ　愛着をもつことができるよう工夫する
　３　ア　我が国の文化や日本語のもつ美しさを味わえるもの
　　　イ　生徒の意欲を高め親しみがもてるよう工夫する
　４　ア　伝統的な声や歌い方の特徴を感じ取れるもの
　　　イ　生徒の意欲を高め親しみがもてるよう工夫する
　５　ア　我が国の文化や日本語のもつ美しさを味わえるもの
　　　イ　音楽文化と主体的に関わっていくことができるよう配慮する

─�11�─
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　大阪府では、「障害」という言葉が、前後の文脈から人や人の状態を表す場合は、「害」の漢字をひらがな
表記とし、「障がい」としています。問題中では、通知文の名称等や、文献等からの引用部分については、も
との「障害」の表記にしています。

　�　特別支援教育に関する近年の動向等について、次の（１）～（７）の問いに答えよ。

（１�）次の各文は、「特別支援学校小学部・中学部学習指導要領」（平成29年４月告示　文部科学省）
「第１章　総則　第３節　教育課程の編成　３　教育課程の編成における共通的事項　（３）　指導
計画の作成等に当たっての配慮事項」の記述の一部である。正しい内容のものをすべて挙げたとき、
その組合せとして正しいものはどれか。１～５から一つ選べ。解答番号は １

　ア　各教科等及び各学年相互間の関連を図り、系統的、発展的な指導ができるようにすること。
　イ�　視覚障害者、聴覚障害者、肢体不自由者又は病弱者である児童に対する教育を行う特別支援学

校の小学部において、学年の内容を２学年まとめて示した教科及び外国語活動については、当該
学年間を見通して、児童や学校、地域の実態に応じ、児童の障害の状態や特性及び心身の発達の
段階等を考慮しつつ、効果的、段階的に指導するようにすること。

　ウ�　小学部においては、児童の実態等を考慮し、指導の効果を高めるため、児童の障害の状態や特
性及び心身の発達の段階等並びに指導内容の関連性等を踏まえつつ、合科的・関連的な指導を進
めること。

　エ�　中学部において、道徳科、外国語活動、特別活動及び自立活動の一部又は全部を合わせて指導
を行う場合、道徳科、外国語活動、特別活動及び自立活動に示す内容を基に、生徒の知的障害の
状態や経験等に応じて、具体的に指導内容を設定するものとする。また、各教科の指導を行う場
合には、道徳科、外国語活動、特別活動及び自立活動と併せて合科的・関連的な指導をすること
がないようにしなければならない。

　１　ア－イ－ウ
　２　ア－ウ－エ
　３　エ
　４　イ－ウ－エ
　５　ア－イ

１
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（２�）次の各文は、「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説　自立活動編（幼稚部・小学部・中
学部）」（平成30年3月告示　文部科学省）「第２章　今回の改訂の要点　２　障害の捉え方と自
立活動」の記述の一部である。障害の捉え方の変化やその変化と自立活動とのかかわりに関する記
述の内容として正しい内容のものをすべて挙げたとき、その組合せとして正しいものはどれか。
１～５から一つ選べ。解答番号は ２

　
　ア�　「医学モデル」の考え方を踏まえた障害の捉え方については、ＷＨＯにおいてＩＣＦが採択さ
れてから、引き続き、現在まで大切にされている。

　イ�　ＩＣＦの特徴の一つは、環境因子等を適切に考慮する点にあるが、成長期にある幼児児童生徒
の実態は様々に変化するので、それらを見極めながら環境を構成したり整えたりする必要がある。

　ウ�　ＩＣＦでは、人間の生活機能は「精神機能」、「運動機能」、「身体構造」の三つの要素で構成さ
れており、それらの生活機能に支障がある状態を「障害」と捉えている。

　エ�　自立活動の指導をする際には、生活機能の側面と障害による困難の側面とともに、それらと個
人因子や環境因子等とのかかわりなども踏まえて、個々の幼児児童生徒の実態を把握し、具体的
な指導内容を設定するのである。

　１　ア－イ
　２　ア－ウ
　３　ア－エ
　４　イ－ウ
　５　イ－エ

─�2�─
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（３�）次の各文は、「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」（令和７年４月25日改正）
における「第三条」の記述である。正しいものを〇、誤っているものを×とした場合、組合せと
して正しいものはどれか。１～５から一つ選べ。解答番号は ３

　ア�　医療的ケア児及びその家族に対する支援は、医療的ケア児の日常生活及び社会生活を社会全体
で支えることを旨として行われなければならない。

　イ�　医療的ケア児及びその家族に対する支援は、医療的ケア児が心身の健康と安全を確保された上
で個別に教育を受けられるよう最大限に配慮しつつ適切に教育に係る支援が行われる等、個々の
医療的ケア児の年齢、必要とする医療的ケアの種類及び生活の実態に応じて、かつ、医療、保健、
福祉、教育、労働等に関する業務を行う関係機関及び民間団体相互の緊密な連携の下に、切れ目
なく行われなければならない。

　ウ�　医療的ケア児及びその家族に対する支援は、医療的ケア児が十八歳に達し、又は高等学校等を
卒業した後も適切な保健医療サービス及び福祉サービスを受けながら日常生活及び社会生活を営
むことができるようにすることにも配慮して行われなければならない。

　エ�　医療的ケア児及びその家族に対する支援に係る施策を講ずるに当たっては、医療的ケア児及び
その保護者(親権を行う者、未成年後見人その他の者で、医療的ケア児を現に監護するものをいう。
第十条第二項において同じ。)の意思を最大限に尊重しなければならない。

　オ�　医療的ケア児及びその家族に対する支援に係る施策を講ずるに当たっては、医療的ケア児及び
その家族がその居住する地域にかかわらず等しく適切な支援を受けられるようにすることを旨と
しなければならない。

　　　ア　　イ　　ウ　　エ　　オ
　１　×　　○　　○　　○　　○
　２　○　　×　　×　　×　　×
　３　×　　×　　×　　○　　×
　４　○　　○　　○　　×　　○
　５　○　　×　　○　　○　　○

─�3�─
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（４�）次の各文は、「障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえ
た学びの充実に向けて～」（令和３年６月　文部科学省初等中等教育局特別支援教育課）におけ
る「第１編　障害のある子供の教育支援の基本的な考え方　１　障害のある子供の教育に求めら
れること（２）就学に関する新しい支援の方向性」の記述の一部である。正しいものを〇、
誤っているものを×とした場合、組合せとして正しいものはどれか。１～５から一つ選べ。
解答番号は ４

　ア�　インクルーシブ教育システムの構築のためには、障害のある子供と障害のない子供が、可能な
限り同じ場で共に学ぶことを目指すべきである。

　イ�　それぞれの子供が、授業内容を理解し、学習活動に参加している実感・達成感をもちながら、
充実した時間を過ごしつつ、生きる力を身に付けていけるかどうかという最も本質的な視点に立
つことが重要である。

　ウ�　教育的ニーズとは、子供一人一人の障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を把握して、具
体的にどのような特別な指導内容や教育上の合理的配慮を含む支援の内容が必要とされるかとい
うことを検討することで整理されるものである。

　エ�　対象となる子供の教育的ニーズを整理する際、最も大切にしなければならないことは、子供の
自立と社会参加を見据え、その時点でその子供に最も必要な教育を提供することである。

　オ�　義務教育段階において、障害のある子供と障害のない子供が共に学ぶ取組を、年間を通じて計
画的に実施することが必要である。ただし、義務教育終了後は、その限りではない。

　　　ア　　イ　　ウ　　エ　　オ
　１　○　　○　　○　　×　　×
　２　×　　×　　×　　×　　○
　３　○　　○　　○　　○　　×
　４　○　　×　　×　　×　　○
　５　×　　○　　○　　○　　×

─�4�─
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（５�）次の各文は、「学校・教育委員会等向け虐待対応の手引き」（令和２年６月改訂　文部科学省）
における「１．通告までの流れ　（４）子供や保護者から聞き取りをする場合」の記述の一部で
ある。正しい内容のものをすべて挙げたとき、その組合せとして正しいものはどれか。１～５から
一つ選べ。解答番号は ５

　ア�　外傷（打撲傷、あざ（内出血）、骨折、刺傷、やけどなど様々）がある場合、担任や養護教諭
などによって子供から聞き取りを行うことも考えられます。その際は子供が答えやすいように、
「はい」か「いいえ」で答えられるような形式で尋ねることが適切です。

　イ�　子供は自分の置かれている状況が客観視できず「虐待されている」とは認識していないこと、
心身の安全・安心が確保されておらず虐待を受ける危険性がある状況では「虐待されている」と
は言い出せないこと、どんなに辛くても自分から保護者を悪く言うことができないでいること、
保護者から見捨てられる不安をもっていること、一度虐待を受けていることを認めても後に撤回
することなどが想定されるので、幼児児童生徒の言葉だけで判断しないように留意する必要があ
ります。

　ウ�　知的障害や発達障害のある子供については、自分のされていることが虐待と認識できない場合
があるため、子供の障害の状態及び発達の段階や特性等を考慮し、周囲がより丁寧かつ積極的に
介入する必要があります。

　エ�　虐待に関する本人からの詳しい聞き取りは児童相談所職員や市町村（虐待対応担当課）職員な
どの専門の部署が対応する方が望ましく、学校関係者はあまり踏み込んだ聴取や度重なる質問は
しないほうがよいと考えられます。

　オ�　幼児児童生徒の負った外傷（打撲傷、あざ（内出血）、骨折、刺傷、やけどなど様々）の原因
が不明確な場合は、保護者に対して、「お子さんは〇〇〇と言っています」と確認をして、状況
を把握するようにしてください。

　１　ア－イ－オ
　２　イ－ウ－エ
　３　ア－ウ－エ
　４　イ－オ
　５　ア－ウ－エ－オ

─�5�─

10

─ 12 ─



（６�）次の表は、「学校教育法施行令」（令和５年４月１日改正）における「第二十二条の三」法第
七十五条の政令で定める視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、肢体不自由者又は病弱者の障害
の程度に関する表である。空欄ア～オに当てはまる語句の組合せとして、正しいものはどれか。
１～５から一つ選べ。解答番号は ６

区分 障害の程度

視覚障害者
両眼の視力がおおむね ア 未満のもの又は視力以外の視機能障害が高度の
もののうち、拡大鏡等の使用によつても通常の文字、図形等の視覚による認識
が不可能又は著しく困難な程度のもの

聴覚障害者
両耳の聴力レベルがおおむね イ デシベル以上のもののうち、補聴器等の
使用によつても通常の話声を解することが不可能又は著しく困難な程度のもの

知的障害者

一�　知的発達の遅滞があり、他人との意思疎通が困難で日常生活を営むのに
ウ 援助を必要とする程度のもの

二�　知的発達の遅滞の程度が前号に掲げる程度に達しないもののうち、社会生
活への適応が著しく困難なもの

肢体不自由者

一�　肢体不自由の状態が補装具の使用によつても エ 等日常生活における
基本的な動作が不可能又は困難な程度のもの

二�　肢体不自由の状態が前号に掲げる程度に達しないもののうち、常時の医学
的観察指導を必要とする程度のもの

病弱者
一�　慢性の呼吸器疾患、腎臓疾患及び神経疾患、悪性新生物その他の疾患の状
態が継続して医療又は オ を必要とする程度のもの

二　身体虚弱の状態が継続して オ を必要とする程度のもの

　備考
　　一�　視力の測定は、万国式試視力表によるものとし、屈折異常があるものについては、矯正視力

によつて測定する。
　　二　聴力の測定は、日本産業規格によるオージオメータによる。

　　　　 ア　　　　イ　　　　 ウ　　　　　　エ　　　　　　 オ
　１　〇・〇三　　二五　　　 常に 　　　歩行、筆記　　　運動制限
　２　 〇・三 　　六〇　　　頻繁に　　　歩行、筆記　　　生活規制
　３　〇・〇三　　六〇　　　 常に 　　　食事、排泄　　　運動制限
　４　 〇・三 　　六〇　　　頻繁に　　　歩行、筆記　　　運動制限
　５　 〇・三 　　二五　　　頻繁に　　　食事、排泄　　　生活規制
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（７�）次の各文は、「強度行動障害を有する者の地域支援体制に関する検討会　報告書」（令和５年３月
30日　厚生労働省）における「３．強度行動障害を有する者の地域における支援体制の在り方　（１）
支援人材のさらなる専門性の向上」の記述の一部である。正しいものを〇、誤っているものを
×とした場合、組合せとして正しいものはどれか。１～５から一つ選べ。解答番号は ７

　ア�　強度行動障害を有する者への支援においては、障害特性を正しく理解し、機能的なアセスメン
トを行う等の根拠のある標準的な支援を行うことを基本として、行動上の課題を引き起こさない
ための予防的な観点も含めて人材育成を進めていくことが重要である。

　イ�　強度行動障害を有する者へ適切な支援を継続的に行っていく上では、統一した支援を一貫して
行う必要があるため、特定の職員で支援を行うことが重要である。

　ウ�　強度行動障害を有する者の家族は、家庭での対応等において心身ともに疲弊していることが多
い。家族支援を進めることも必要であり、家庭環境のアセスメントも行い、家族も含めて、困り
感やニーズの把握を行い、支援にあたることが重要である。

　エ�　強度行動障害を有する者への支援においては、統一した支援を一貫して行うことが重要である
が、それを支えるのはアセスメントであり、客観的なアセスメントを行い、それに基づいて支援
計画を立て、支援を実行し、そして支援を評価して次につなげることが重要である。

　オ�　強度行動障害を有する者への支援において、不適応行動が見られた際は、その行動が適切でな
いことを本人が認識できるよう促すため、まずは行動自体を止め、抑圧的な対応をすることが重
要である。

　　　ア　　イ　　ウ　　エ　　オ
　１　×　　×　　○　　○　　○
　２　○　　×　　○　　×　　○
　３　×　　○　　○　　×　　×
　４　○　　×　　○　　○　　×
　５　○　　○　　×　　○　　○
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